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ごあいさつ

　平成 31 年 4 月 1 日、天草キリシタン館、天草コレジヨ館、天草ロザリオ館を一体
として管理運営するため、キリシタン資料館管理係が設置されました。これは「長
崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の世界遺産登録を契機に、世界遺産構成
資産である﨑津集落を含めた天草のキリシタン史や文化を効果的に情報発信するた
めになされたものです。3館の運営方針や課題と対応をまとめた実施計画については、
令和 2 年 10 月策定を目指しています。今後、本実施計画は各館の運営委員会におい
て審議頂き、キリシタン資料館 3 館として天草市における観光振興、地域振興、更
に文化振興、教育振興の役割を果たす道標になると思います。
　このような中で、天草キリシタン館は、天草市のゲートウェイとしての役割と天
草キリシタン史・文化の概要及び島原・天草一揆について情報発信する必要があり、
そのキーワードは「祈り～時空を超えて～」だと考えます。天草コレジヨ館は、キ
リスト教が展開する中でのコレジヨ設置及び文化交流であり、そのキーワードは「交
流～世界に拡がる文化の受容～」です。さらに、天草ロザリオ館は禁教政策のなか
で信仰を継続した人々の営みを体感する施設であり、そのキーワードは「共生～信
仰としなやかな心～」ではないでしょうか。
　天草には、キリスト教が布教されてから、展開、弾圧、島原・天草一揆、潜伏、
再布教という長く深い歴史が刻まれます。天草市キリシタン資料館は、人々は何を
祈り、何を求めたのか、厳しい暮らしのなかで継承した精神を問いかける役割を担っ
ています。このため、各館の特色ある展示と連携した運営を推進して参ります。
　3 館の共通した課題は、①設置目的と 3 館の果たすべき役割の明確化、②効率的
な管理運営と高品位のサービス提供のための組織検討、③施設管理のための長寿命
化計画策定、④収蔵資料の検証・台帳確認、寄託資料の整理、⑤各館の図録作成と
特別展の開催、⑥館情報の整理と効果的な発信です。この課題を共有し対応しなけ
れば、館活動や入館者減少に歯止めをかけることはできないでしょう。もちろん、
入館者数だけが展示施設の役割を評価する視点ではありませんが、地域で果たすべ
き役割に鑑みて資料館活動が推進され、財政措置が施される必要があります。
　令和元年度は、天草キリシタン史・文化を地域や天草でどのように活用するのか、
更に日本や世界に向けて何を発信するのかを考える 1 年となりました。今年度は天
草市のキリシタン資料館 3 館が、飛躍のために目標・目的を定め実行する年です。
今後とも、ご指導賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和 2 年 6 月 21 日
　　　天草市立天草キリシタン館　　　　　　　　　　　　　館長　 平田　豊弘
　　　天草市立天草コレジヨ館・天草市立天草ロザリオ館　　館長　 亀子　敬史
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　国指定文化財「綸子地著色聖体秘蹟図指物」公開
　　公開日：令和元年5月1日～7日、8月1日～7日、11月1日～7日、令和2年3月1日～7日

　「産官学連携事業」展示入れ替え（熊本大学安高啓明研究室）
　　期　日：令和元年7月22日、12月22日、令和２年3月25日

1．平成 31 年度・令和元年度事業報告【天草キリシタン館】

⑴展示活動

⑶その他

新年来館者プレゼント
（キーホルダー / オリジナルノート）

文化財防火デー消防・防災訓練

⑵各機関との連携事業

4 月 1 日～ 3 月 31 日 島鉄観光株式会社「天草グルメとキリシタン文化を巡る旅」協力　
※入館料減額

4 月 1 日～ 3 月 31 日 リメンバー九州キャンペーン協力　※入館料減額

9 月 19 日～ 11 月 10 日
くまもと文学・歴史館世界文化遺産登録１周年記念企画展「祈りの
島　天草とその海」資料貸出【鶴田一郎作「天草四郎　祈り」：1 点、
踏絵（レプリカ）：1 点】

9 月 21 日～ 11 月 24 日 大分県立埋蔵文化財センター企画展「宗麟とキリスト教－地中に眠
るキリシタンの時代－」資料貸出【19 世紀真鍮製メダイ：2 点】

11 月 11 日～ 11 月 17 日 世界糖尿病デー「ブルーライトアップ」協力

1 月 6 日～ 3 月 31 日 九州産交ツーリズム株式会社「冬の天草☆満喫キャンペーン」協力　
※入館料減額

館報6号（平成30年度報告）発行

新天皇即位礼正殿の儀慶祝事業に伴う
無料公開実施
　日　時：令和元年10月22日

新年来館者プレゼント配付
　期　間：令和2年1月2日～ 3日

文化財防火デー消防・防災訓練実施
　日　時：令和2年2月19日
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⑷教育普及活動
◎体験学習
【天草キリシタン館】
　小・中学生向け体験学習「わくわく歴史探検隊」

目　的：令和元年11月1日～ 7日までの国指定文化財「綸子地著色聖体秘蹟図指物（天草
四郎陣中旗）」の公開に併せ、市内の小・中学生を対象に天草キリシタン館見学
と周辺の史跡探索を実施し、島原・天草一揆を中心としたキリスト教の歴史につ
いての周知を図る。

日　時：令和元年11月3日（日）

行　程：以下のとおり。
　　　　　8:30　天草キリシタン館集合
　　　　　8:35　天草キリシタン史説明・陣中旗見学
　　　　　9:00　キリシタン史跡探検（館周辺探索・プラ板キーホルダー作成）
　　　　 10:30　閉会、解散

参加者：26名



− 9 −

◎講演会
　令和元年度天草キリシタン館歴史講演会

日　時：令和2年2月2日（日）
　　
場　所：五和町コミュニティセンター大会議室
　　
講　師：大石　一久　氏（株式会社オリエントアイエヌジー顧問）
　　　　　
　　　　　演　題：「ペーが墓、岩宗のキリシタン墓碑群調査報告」

　　　　松本　博幸　氏（天草市観光文化部文化課学芸員）
　　　　　　
　　　　　演　題：「天草のキリシタン墓碑概要について」

参加者：100名

内　容：天草キリシタン館では、キリシタン史跡調査事業として五和町のペーが墓や岩宗
のキリシタン墓碑群の調査を実施。その調査の報告として、今回の講演会を開催
した。当日は、前キリシタン館職員であり、調査事業に長年携わってきた天草市
観光文化部文化課の松本博幸学芸員に、天草に点在するキリシタン墓碑について
の概要を、当調査の指導や報告書の執筆をしていただいた大石一久氏に、成果報
告と天草のキリシタン墓碑の特徴についてご講演いただいた。活発な質疑応答と
なり、天草のキリシタン史や墓碑に対する市民の関心の高さがうかがえた。

天草キリシタン館歴史講演会のようす
（五和町コミュニティセンター大会議室）
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・天草キリシタン館歴史講演会アンケート集計結果

　今回の講演会ではアンケートの回答にご協力いただいた。以下は各集計結果である。
（回答者76名）

01．差支えない範囲でご年齢をお聞かせくだ
さい。

03．この講演会の開催をどこでお知りになりましたか？（複数回答可）

04．五和町にある次のキリシタン墓碑について知っていましたか？知っていたものすべてに
丸をつけてください。（複数回答可）

02．平成 22 年のリニューアル後キリシタ
ン館に来館されたことはありますか。

ア 20代 イ 30代 ウ 40代 エ 50代 オ 60代以上 回答なし

1 1 5 6 63 0

ア チラシ・ポスター イ キリシタン館 HP ウ みつばちラジオ エ 友人・知人・家族 オ その他（広報誌など） 回答なし

34 1 5 18 20 4

ア ペーが墓 イ 岩宗のキリシタン墓碑群 ウ 侍どんの墓 エ 鬼の城公園キリシタン墓碑公園 オ その他 カ 知らなかった 回答なし

66 29 15 57 2 5 1

ア ある イ ない 回答なし

55 21 0

ア 20代
1%

イ 30代
1%

ウ 40代
7%
エ 50代
8%

オ 60代以上
83%

ア ある
72%

イ ない
28%

ア チラシ・ポスター
イ キリシタン館HP
ウ みつばちラジオ

エ 友人・知人・家族
オ その他（広報誌など）

回答なし

0 5 10 15 20 25 30 35 40

ア　ペーが墓
イ　岩宗のキリシタン墓碑群

ウ　侍どんの墓
エ　鬼の城公園キリシタン墓碑公園

オ　その他
カ　知らなかった

回答なし

0 10 20 30 40 50 60 70
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05．講演会の感想について教えてください。

06．今後開催してほしい講演会のテーマや知りたいことなど、ご要望がありましたらお聞か
せください。

その理由についてお聞かせください。

◦とても詳しくわかりやすい講演でした。ありがとうございました。
◦五和町も潜伏キリシタンであったことに驚きました。もっと勉強していきたいと思い

ます。
◦一揆勢と潜伏キリシタンの性格の違いについてなるほどと思いました。五和町のキリ

シタン墓の多さに驚きました。今後の調査に興味があります。
◦潜伏キリシタン勢と天草一揆勢との考え方の違いについての考察は面白いです。
◦キリシタン墓碑の 1000 基という数があらわす意味、重大性、資産的価値に気づかせ

ていただき、天草島民としてはうれしく思います。また、天草島原の乱、潜伏キリシ
タンに関する大石先生の見解も面白く拝聴しました。ただ、画像が小さくて見にくい
ところがあり残念でした。
◦配布資料とパワーポイントが別々だったので、パワーポイントの紙資料も欲しかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・など

・天草くずれについて講演してほしい。
・今回のような潜伏キリシタンについてのテーマを求めます。
・現地学習会をやってほしい。
・1000基もの墓碑の分布の様子、可能であれば発掘調査が行われると良いなと思います。
・今後の研究の成果をいずれかまた発表してほしい。
・墓碑についての新たな発見等あれば聞きたい。
・キリシタン一揆勢が集結した上津浦城跡の発掘調査の報告はできないか。
・天草四郎の研究がどこまで進んでいるのか。
・沖の原遺跡についてもっと知りたいと思います。
・旧五和町内の古城について。久玉城について。

・・・など

ア 満足 イ やや満足 ウ どちらとも言えないい エ やや不満 オ 不満 回答なし

44 21 5 1 0 5

ア　満足
イ　やや満足

ウ　どちらとも言えない
エ　やや不満
オ　不満
回答なし

0 10 155 20 25 30 35 40 45 50
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◎博物館実習生受け入れ

期　間：令和元年8月17日～ 30日　※19日と 26日は休み
　　　　　（天草キリシタン館での実習は 21日、30日の 2日間）
　　
実習生：青山学院大学文学部史学科4年生　1名
　　　　京都女子大学文学部史学科4年生　1名
　　　　崇城大学芸術学部デザイン学科4年生　1名　　　計3名

内　容：天草キリシタン館での実習内容は下記のとおり。

天草キリシタン史や世界遺産登録について
情報・アーカイブズ・資料台帳の管理について
資料の取り扱いについて
資料調査の模擬体験（運搬、清掃、写真撮影、測定、記入）
虫トラップチェック
「わくわく歴史探検隊」チラシ作成
展示室の案内体験　など

博物館実習（8 月 30 日）

「わくわく歴史探検隊」チラシ
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◎インターンシップ・職場体験受け入れ・専門大学グローバル現地学習

インターンシップ・職場体験
　・期　間：令和元年9月18日～ 20日
　　実習生：天草市立本渡中学校2年生　3名

　・期　間：令和元年10月29日～ 11月1日
　　実習生：熊本県立天草工業高等学校　情報技術科2年生　2名

内　容：天草キリシタン館での体験内容は下記のとおり。

専門大学グローバル現地学習
　　・期　間：令和元年10月7日～ 9日
　　　実習生：韓国忠清大学校実習生　1名
　　　内　容：受付・案内業務体験など。

天草キリシタン史や世界遺産登録について
資料の取り扱いについて
展示室の案内体験
清掃作業　など

本渡中学校職場体験のようす

天草工業高等学校インターンシップ体験のようす
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４月

15 日 熊本県広域本部講演会講師　昭和女子大学総長　坂東眞理子氏視察
16 日 天草・日本ポルトガル協会大分・日本ポルトガル協会視察
16 日 熊本県文化企画・世界遺産推進課新任者視察
26 日 熊本日日新聞社取材

５月

10 日 みやき町議会議員及びみやき町役場執行部視察研修
13 日 天草宝島観光協会 HIS ツアー下見
24 日 天草市役所秘書課取材
29 日 天草市役所秘書課取材

６月
4 日 西鉄観光バス株式会社新人バスガイド研修

16 日 ボーイスカウト八代第３団研修

７月

1 日 祐徳自動車株式会社新人バスガイド研修
5 日 韓国忠清大学ホームステイ派遣団視察
8 日 リスボン大学アレキサンドラ教授視察
9 日 天草四郎ミュージアム視察

16 日 下関市立美術館視察
16 日 長崎ラッキーバス株式会社バスガイド研修
24 日 長崎県文化観光国際部長及び長崎県世界遺産課職員視察
30 日 広島県立加計高等学校旅行下見
30 日 名鉄観光サービス株式会社神戸女学院高等学部修学旅行下見
31 日 天草市教育委員会教員研修

８月

9 日 天草市教育委員会教員研修
20 日 株式会社日本旅行田園調布学園高等部修学旅行下見
25 日 JA ふくおか八女女性部下見
28 日 ラブ・ソナタ日本本部視察
30 日 関西学院中学部修学旅行下見

◎市内小中学生見学受け入れ

平成31年度・令和元年度　6校　247人（述べ　9回、引率者を含む）

平成31年度・令和元年度　34件　253人

6月17日　天草市立本渡北小学校
6月18日　天草市立本渡北小学校
6月20日　天草市立本渡北小学校
6月27日　天草市立本渡北小学校
9月13日　天草市立天草中学校

11月  6日　天草市立河浦中学校
12月  6日　天草市立本渡南小学校
12月12日　天草市立有明中学校
  1月23日　天草市立新和中学校

⑸視察・研修受け入れ
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4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

個
　
人

一　般 1,755 2,544 899 1,111 1,810 1,682 1,793 2,031 1,119 1,159 1,235 1,067 18,205

高校生 20 37 2 8 41 7 0 7 8 10 6 25 171

小・中学生 94 169 13 85 233 40 28 18 49 39 18 67 853

団
　
体

一　般 676 569 635 325 187 427 389 440 133 223 389 60 4,453

高校生 0 178 0 39 0 0 161 112 0 0 0 0 490

小・中学生 5 0 5 14 7 0 0 36 0 0 0 0 67

無
　
料

一　般 138 284 110 162 157 85 349 140 61 76 104 73 1,739

高校生 7 2 0 7 3 1 2 2 1 1 0 3 29

小・中学生 16 16 143 14 24 27 11 25 80 43 21 21 441

観 覧 者 総 数 2,711 3,799 1,807 1,765 2,462 2,269 2,733 2,811 1,451 1,551 1,773 1,316 26,448

観覧者外総数 836 805 408 402 552 504 600 615 468 536 430 620 6,776

来館者総合計 3,547 4,604 2,215 2,167 3,014 2,773 3,333 3,426 1,919 2,087 2,203 1,936 33,224
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⑹平成31年度・令和元年度来館者動向

９月 5 日 西肥自動車株式会社バスガイド研修
１０月 受入なし
１１月 14 日 津市議会行政視察

１２月
7 日 熊本県文化協会研修下見

10 日 郵船トラベル他クルーズ船オプショナルツアー視察

１月
15 日 堀川観光バス新人バスガイド研修
22 日 九州産交ツーリズム株式会社下見
23 日 熊本県天草市立新和中学校ふるさと体験学習

２月 27 日 株式会社テムジン取材
３月 4 日 FAM トリップフィリピンツアー下見
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H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29 年度 H30 年度 R 元年度

天草キリシタン館 67,323 64,321 67,169 56,986 51,287 40,308 39,288 39,008 33,224

天草ロザリオ館 13,961 19,338 17,765 16,808 16,756 19,983 24,004 15,814 23,848 21,478

天草コレジヨ館 8,667 9,243 9,900 9,543 9,770 10,738 13,580 9,798 12,922 12,024

本渡歴史民俗資料館 17,699 10,111 11,304 13,973 9,300 10,054 12,161 9,161 10,486 6,053

五和歴史民俗資料館 2,533 3,251 2,494 2,232 2,735 3,117 2,606 3,408 2,963 3,915

天草四郎ミュージアム 46,313 56,132 46,631 43,678 38,216 34,606 23,612 25,710 32,789 32,733

地区・区分 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年

天草市

宿泊客数 274,606 275,777 285,441 259,771 280,939

日帰客数 2,634,702 2,725,007 2,430,468 2,435,737 -

総入込客数 2,909,308 3,000,784 2,715,909 2,695,508 -

・各施設入館者推移

⑺天草地域各施設の入館者推移

■グラフから読み取れる背景（天草キリシタン館）
　平成28年度の熊本地震後、8/6 ～ 12/4間の約4 ヵ月間において入館料を無料とした
施設は、おおむね前年を上回っている（天草四郎ミュージアムは無料期間なし）。一方、
天草キリシタン館においては無料としたにも関わらず無料期間を設けていない天草四郎
ミュージアム同様の減少が見られる。特に平成25年度以降の減少率と天草市への観光客
数の推移を鑑みると、天草市を訪れても入館しない来館者の存在が伺える。しかし天草キ
リシタン館の平成23 ～ 25年度の入館者数から他施設と比較してもそのポテンシャルが高
いことは表れており、昨今の減少傾向については天草キリシタン館へのリピーターの減少
が要因と思われる。
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２. 寄贈・購入資料報告

⑴寄贈書籍一覧
書籍名 寄贈者

見るだけ日本史年表 株式会社宝島社　第一書籍局第一編集部　
指吸　春菜

長崎歴史文化博物館　研究紀要　2018　第 13 号 長崎歴史文化博物館館長　水嶋英治

図解　面白いほどよくわかる！日本史 株式会社西東社　商品管理部／商品戦略室　
原　俊太郎

御船町文化財調査報告　第 6 集　小坂大塚古墳 御船町教育委員会　教育長　本田　惠典

館報　2018　67　ＡＮＮＵＡＬ　ＲＥＰＯＲＴ 公益財団法人石橋財団ブリヂストン美術館

世界文化遺産　原城跡 南島原市長　松本　政博

百万人の福音 いのちのことば社「百万人の福音」編集部　
砂原　俊幸

日本 100 名城　大分府内城 大分市歴史資料館　館長　武富　雅宣

社会科資料集 株式会社　光文社

関西大学東西学術研究所研究叢刊 57　西教東漸と中日事情　
－拝礼・尊厳・信念をめぐる文化交渉－

関西大学文学部教授・東西学術研究所研究員　
陶　徳民

毎日が発見　2019 年 6 月号 株式会社毎日が発見　『毎日が発見』編集部

大分市歴史資料館ニュース　Vol.118.119.120 大分市歴史資料館

ビッグ・コロタン 167　ドラえもん社会ワールド　－なぜ？どうして？日本の歴史－ 株式会社小学館　第二児童学習局　島田　浩志

別冊旅の手帖　熊本 株式会社交通新聞社　編集人　加川　淳二

西南大学博物館ニュース vol.37　エステ家アルフォンソⅠ世の聖務日課 西南学院大学博物館

「天草小唄」横田良一物語 山下　義弘

天草島原一揆後を治めた代官 鈴木重成 株式会社 弦書房 小野　静男

創館 30 周年記念誌　博多湾物語 公益財団法人 亀陽文庫 能古博物館

熊本博物館　館報　№．31（2018 年度報告） 熊本博物館

総合文化史　ＫＵＭＡＭＯＴＯ　くまもと　季刊　№ 28　2019 年 9 月 崇城大学芸術学部　関根　浩子

西南大学博物館ニュース vol.38 特集：旧約全書 西南学院大学博物館　館長　宮崎　克則

西南学院大学博物館研究叢書　明治日本とキリスト教　Christianity in the Meiji Period  
蒔かれた種 西南学院大学博物館　館長　宮崎　克則

令和元年度企画展大友氏の栄華Ⅲ　宗麟とキリスト教　－地中に眠るキリシタンの時代－ 大分県立埋蔵文化財センター

大分のキリスト教史 豊野国情報ライブラリー　大分県立先哲史料館

令和元年度秋季特別展覧会　八代の歴史と文化 29　もののふと茶の湯　
利休から織部・忠興・康之へ 八代市立博物館未来の森ミュージアム

第六十六回日本伝統工芸展 福岡県教育庁教育総務局文化財保護課

キッズペディア　歴史館　日本史の大事件　そのとき世界は 小学館第二児童学習局　学習まんが・百科
『キッズペディア歴史館』編集部

第 20 回ドキュメンタリーフォトフェスティバル宮崎 ドキュメンタリーフォトフェスティバル宮崎　
実行委員会事務局長　永友啓一郎

西南大学博物館ニュース vol.39 特集：長崎唐人屋敷騒動鎮圧図 西南学院大学博物館　館長　宮崎　克則

抜萃のつ りゞ　その七十九 株式会社熊平製作所　会長　熊平雅人
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書籍名 寄贈者

天草陶磁の旗手　高浜焼　波濤を越えた挑戦 天草市観光文化部文化課

平成30年度　肥後古代の森協議会活動報告 肥後古代の森協議会

南島原市文化財調査報告書第17集　東石原遺跡 南島原市教育委員会

世界文化遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」登録記念記録誌（DVD 付属） 長崎県世界遺産課長

宗像市文化財調査報告書 第77集 光岡辻ノ園Ⅱ 光岡辻ノ園遺跡第3次発掘調査報告 宗像市教育委員会 教育長 髙宮史郎

宗像市文化財調査報告書 第78集 赤間宿跡 福岡県宗像市赤間所在の発掘調査報告書 宗像市教育委員会 教育長 髙宮史郎

令和元年度 海の道むなかた館特別展 あなたの知らない地図の世界 Hi!! 地図 ハイ ! ち～ず 宗像市教育委員会 教育長 髙宮史郎

宗像市文化財年報 むなかたの文化財 平成28・29年度文化財保護事業 宗像市教育委員会 教育長 髙宮史郎

令和元年度文化庁「大学における文化芸術推進事業」実施報告書 博物館が、人を育てる。
「博物館と医療・福祉のよりよい関係づくり」の構築
に向けた博物館マネジメント人材育成事業実行委
員会

原史料で綴る天草島原の乱 天草市総務部秘書課

資料名 数量 寄贈者 寄贈日

木彫布木目込人形「希望（のぞみ）」 1
森　禎子 12月9日

木彫布木目込人形「天啓（てんけい）」 1

⑵購入書籍一覧

⑶寄贈資料一覧

書籍名 購入

天草島民俗誌

舒文堂河島書店
海鳴りの果てに‐天草海外発展史　前編‐

天草の史跡文化遺産

明智一族　三宅家の資料

「希望（のぞみ）」 「天啓（てんけい）」
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天草キリシタン館運営委員会

天草キリシタン館職員

施設概要

平成31年度・令和元年度
委 員 長　　亀子　研二
副委員長　　歳川　喜三生
委 員　　赤木　聖一　　池田　真理子　　野崎　啓子　　宮崎　敬士　　安高　啓明

平成31年度・令和元年度
係長（キリシタン資料館管理係）　亀子　敬史
学芸員（　　　　同上　　　　）　稲津　貴久
館　　　長（特別職）　平田　豊弘
学　芸　員（非常勤）　立石　綾
事 務 職 員（非常勤）　原田　留理子　　坂本　みゆき　　明瀬　純一　　中上　あずさ

本田　稔　　　　松本　眞由美　　宗像　秀明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（以上全て敬称略）

構　　造　　RC地上２階建（昭和41年8月1日開館、平成22年7月1日リニューアルオープン）　　　
施設面積　　１階383.91㎡　2階613.87㎡　　
開館時間　　８時30分～ 17時00分（最終入館16時30分）※平成31年4月より。
休 館 日　　12月30日、31日、1月1日（年間開館日数362日）
　　　　　　※令和2年4月1日より火曜日が休館となります。（祝日の場合翌平日）

１階　エントランス　 ２階　展示室
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天草コレジヨ館
（平成 31年度・令和元年度報告）
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天草、長崎キリシタン遺跡写真展「天草と長崎外海の潜伏キリシタン」
　期　間：令和元年6月1日～ 9月1日

天草、長崎キリシタン遺跡写真展「長崎生月島の潜伏キリシタン」
　期　間：令和元年11月2日～令和2年2月2日

◎体験学習
　「平和学習」工作体験
　（ユラユラ揺れる～くらげのフォトクリップを作ろう！！）

　日　時：令和元年8月4日（日）　13時30分～ 16時

　講　師：造形作家　gaju（本名　松岡志保氏）

　参加者：13名（幼児含む）

1．平成 31 年度・令和元年度事業報告【天草コレジヨ館】　

⑴展示活動

⑶教育普及活動

⑵各機関との連携事業

4 月 1 日～ 3 月 31 日
島鉄観光株式会社「天草グルメとキリシタン文化を巡る旅」協力　
※入館料減額

9 月 19 日～ 11 月 10 日
くまもと文学・歴史館　世界文化遺産 1 周年記念企画展「祈りの島　
天草とその海」資料貸出【肥後天草之図（松浦四郎氏蔵）：1 点、天
草本　伊曽保物語（複製本）：1 点、﨑津村絵図：1 点】

1 月 6 日～ 3 月 31 日
九州産交ツーリズム株式会社「冬の天草☆満喫キャンペーン」協力　
※入館料減額

く
ら
げ
の
フ
ォ
ト
ク
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ッ
プ
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成
品
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「天草本」活字鋳造・活字印刷　実演、体験

日　時：令和元年9月19日（木）　12時30分～ 13時45分
　
講　師：西村　洋信　氏　（天草コレジヨ館運営委員）

参加者：鹿児島国際大学　国際文化学部国際文化学科　学生25名

◎市内小中学生見学受け入れ
平成31年度・令和元年度　8校　283人（述べ　8回、引率者を含む）

7月10日　天草市立綾南中学校
7月16日　天草市立牛深東中学校
8月 5日　天草市立天草小学校
9月 3日　天草市立本渡東中学校

 9月13日　天草市立天草中学校
10月30日　天草市立河浦小学校
11月 7日　天草市立栖本中学校
 1月23日　天草市立新和中学校

４月
3 日 明治大学付属高校修学旅行下見
3 日 宇和島自動車観光課下見

13 日 市平老人クラブ下見
５月 26 日 浦河町まちづくり視察

６月
6 日 北薩・天草広域観光推進協議会視察

10 日 天草ケーブルＴＶ特別展取材
19 日 天草市産業政策課視察研修

平成31年度・令和元年度　27件　198人

⑷視察・研修受け入れ
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７月
9 日 天草四郎ミュージアム研修

22 日 天草市社会福祉協議会視察研修

８月

5 日 天草少年消防クラブ視察研修
13 日 鹿児島国際大学視察
22 日 めぐみ保育園学童クラブ
22 日 天草広域本部研修
27 日 天草郡市小中学校（事務職員会）研修

９月 25 日 韓国、忠清大学見学
１０月 15 日 韓国、忠清大学研修
１１月 24 日 北海道アイヌ保存会見学

１２月

8 日 福岡女学院研修
11 日 日本丸寄港視察団
13 日 ＪＴＢコミュニケーション外国メディア
17 日 ＮＰ　ＴＯＵＲ（韓国）下見

１月 9 日 浦河町まちづくり研修
２月 6 日 ＪＴＢプランニング取材撮影

３月

5 日 BSNHK 取材撮影
6 日 BSNHK 取材撮影

15 日 日本通訳士下見
18 日 福岡女学院研修

○北海道浦河町町づくり協議会来館
　令和2年1月9日（木）、地域交流の一環として河浦町と友好提携都市である北海道浦河町
から 15名の来館を頂きました。

北海道浦河町町づくりの皆さま
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⑴寄贈書籍一覧

⑵購入書籍一覧

書籍名 寄贈者

該当なし

書籍名 購入

該当なし

⑸平成31年度・令和元年度来館者動向

2．寄贈・購入資料報告

資料名 数量 寄贈者 寄贈日

該当なし

⑶寄贈資料一覧

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

個
　
人

一　般 984 1,047 449 594 754 690 864 1,001 395 381 519 458 8,136

高校生 10 6 1 2 14 5 1 0 3 1 2 6 51

小・中学生 38 34 5 27 72 8 3 3 6 5 3 17 221

団
　
体

一　般 27 123 110 65 6 143 91 169 30 4 46 3 817

高校生 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

小・中学生 0 2 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0 27

無
　
料

一　般 256 219 185 190 238 169 264 207 161 177 217 183 2,466

高校生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小・中学生 0 0 0 117 48 55 35 20 0 28 0 0 303

観 覧 者 総 数 1,315 1,431 750 1,023 1,132 1,070 1,258 1,400 595 596 787 667 12,024

観覧者外総数

来館者総合計 1,315 1,431 750 1,023 1,132 1,070 1,258 1,400 595 596 787 667 12,024

0

1,000

2,000

4月 R1・5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1,315
1,431

750
1,023 1,132 1,070

1,258 1,400

595 596
787 667

観覧者外総数
観覧者総数
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天草コレジヨ館運営委員

天草コレジヨ館職員

施設概要

平成31年度・令和元年度
委 員 長　　川嵜　富人
副委員長　　玉木　讓
委 員　　森田　哲雄　　田中　新作　　松岡　志保　　山下　眞奈美　　西村　洋信

平成31年度・令和元年度
館　　　長（係　長）　亀子　敬史
学　芸　員　　　　　 稲津　貴久
事務職員（非常勤）　上口　浩子　　小﨑　弘幸　　福岡　拓文　　八谷　小百合
　　　　　　　　　 丸山　淳　　　梅田　いつ子
        　（臨時職員） 西嶋　純子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（以上全て敬称略）

構　　造　　RC一部2階建（昭和62年3月25日新築、平成2年5月12日開館）　　　
施設面積　　1階883 .10㎡　2階501 .30㎡　　
開館時間　　8時30分～ 17時00分（最終入館16時30分）
休 館 日　　12月30日、31日、1月1日（年間開館日数362日）
　　　　　　※令和2年4月1日より木曜日が休館。（祝日の場合翌平日）

1 階　エントランス 1 階　展示室
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天草ロザリオ館
（平成 31年度・令和元年度報告）



− 30 −



− 31 −

天草・長崎キリシタン遺跡写真展「島原天草一揆とキリシタン王国島原半島」
　期　間：令和元年6月1日～ 9月1日
　
「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」世界文化遺産登録企画展「長崎五島の
潜伏キリシタン」
　期　間：令和元年11月2日～令和2年2月2日

大江クリスマスイルミネーション
　期　間：令和元年12月2日～令和2年1月6日　17時30分～ 22時
　場　所：天草ロザリオ館周辺　

アカペラコンサート
　日　時：令和元年12月24日　18時～ 19時
　場　所：天草ロザリオ館映像ホール

◎講演会
　﨑津集落世界遺産１周年記念事業　天草・長崎キリシタン講演会
　「長崎生月島のキリシタン　－オラショの祈り－」

　日　時：令和2年2月16日（日）　
　場　所：天草ロザリオ館映像ホール
　講　師：中園　成生　氏
　　　　　（平戸市生月町博物館・島の館学芸員）　　　
　演　題：「生月島のキリシタンの歴史と
　　　　　現在に続く祈り」
　<オラショの実演 >
　平戸市生月壱部地区　
　隠れキリシタン信者のみなさま

1．平成 31 年度・令和元年度事業報告【天草ロザリオ館】

⑴展示活動

(3) 教育普及活動

⑵その他

天草・長崎キリシタン講演会のようす
（天草ロザリオ館映像ホール）

クリスマスイルミネーション
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◎市内小中学生見学受け入れ
平成31年度・令和元年度　10校　236人（延べ 10回引率者を含む）

 7月16日　天草市立牛深東中学校
 9月27日　天草市立栖本小学校
 9月13日　天草市立天草中学校
10月30日　天草市立河浦小学校
11月 7日　天草市立栖本中学校

　11月21日　天草市立倉岳小学校
　11月21日　天草市立天草小学校
　12月10日　天草市立本町小学校
　12月12日　天草市立有明中学校
　 1月23日　天草市立新和中学校

４月 9 日 熊本県文化企画・世界遺産推進課視察
５月 13 日 天草宝島観光協会　旅行会社 HIS 下見
６月 受入なし

７月

9 日 天草四郎ミュージアム視察
16 日 ラッキーバスガイド研修
22 日 天草市社会福祉協議会五和支所視察研修
23 日 長崎県文化観光国際部長及び長崎県世界遺産課職員視察
31 日 天草市教育委員会教員研修

８月
9 日 天草市教育委員会教員研修

30 日 天草市観光振興課関西学院中学部修学旅行下見

９月

7 日 天草市文化課　天草レキバナ会
19 日 鹿児島国際大学国際文化学部日本語ゼミナール研修
22 日 大江地域づくり振興会
29 日 都市計画課大江教会周辺整備検討会研修

１０月 受入なし
１１月 受入なし
１２月 11 日 郵船トラベルクルーズ船オプショナルツアー視察
１月 受入なし
２月 18 日 河浦町白木河内老人会
３月 受入なし

平成31年度・令和元年度　15件　245人

⑷視察・研修受け入れ
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⑴寄贈書籍一覧

⑵購入書籍一覧

書籍名 寄贈者

該当なし

書籍名 購入

該当なし

⑸平成31年度・令和元年度来館者動向

2．寄贈・購入資料報告

資料名 数量 寄贈者 寄贈日

該当なし

⑶寄贈資料一覧

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

個
　
人

一　般 1,655 2,402 974 1,056 1,603 1,599 1,836 1,572 738 792 801 761 15,789

高校生 18 25 2 7 42 5 3 1 4 4 7 17 135

小・中学生 72 93 9 53 200 18 18 7 22 31 11 33 567

団
　
体

一　般 98 87 62 84 26 113 319 200 0 0 89 0 1,078

高校生 0 0 0 39 0 0 0 202 0 0 0 0 241

小・中学生 0 0 32 4 3 0 0 0 0 0 0 0 39

無
　
料

一　般 80 58 49 142 129 199 289 45 93 108 442 162 1,796

高校生 0 1 0 0 6 0 0 33 0 0 0 4 44

小・中学生 29 32 12 48 68 0 50 90 152 41 60 28 610

観 覧 者 総 数 1,952 2,698 1,140 1,433 2,077 1,934 2,515 2,150 1,009 976 1,410 1,005 20,299

観覧者外総数 102 121 88 97 87 89 150 153 68 78 81 65 1,179

来館者総合計 2,054 2,819 1,228 1,530 2,164 2,023 2,665 2,303 1,077 1,054 1,491 1,070 21,478

0

1,000

2,000

3,000

4月 R1・5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1,952

102

2,698

121

1,140

88

1,433

97

2,077

87
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1,009
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65

観覧者外総数
観覧者総数
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天草ロザリオ館運営委員

天草ロザリオ館職員

施設概要

平成31年度・令和元年度
委 員 長　　濵名　正光
副委員長　　田﨑　茂子
委 員　　松浦　四郎　　毛利　淳子　　浦口　文和　　塚原　三広　　田中　光徳

平成31年度・令和元年度
館 長（係　長）　亀子　敬史
学　芸　員　　　　　 稲津　貴久
事務職員（非常勤）　出永　美喜男　　江浦　信子　　宮﨑　美根子　　住友　理恵　　
　　　　　　　　　 齋藤　幸子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（以上全て敬称略）

構　　造　　RC地上一部2階建（昭和63年4月23日開館）　　　
施設面積　　1階482 .55㎡　2階129 .17㎡　計611.72㎡　　
開館時間　　8時30分～ 17時00分（最終入館16時30分）
休 館 日　　12月30日、31日、1月1日（年間開館日数362日）
　　　　　　※令和2年4月1日より水曜日が休館となります。（祝日の場合翌平日）

1 階　展示ホール 1 階　映像ホール
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天
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と
他
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光
客
数
の
推
移
①
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ツ
で
あ
る
。
観
光
施
設
の
⼊
館
者
数
の
推
移

を
み
た
と
き
に
、
ロ
ザ
リ
オ
館
、
コ
レ
ジ
ヨ
館
は
前
年
超

え
を
し
て
お
り
、
熊
本
地
震
の
影
響
を
考
え
て
の
プ
ラ
ス

は
健
闘
。
し
か
し
な
が
ら
キ
リ
シ
タ
ン
館
に
お
い
て
は
微

減
。
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
施
設
の
中

で
は
不
調
で
、
お
客
様
か
ら
選
ば
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
原
因
と
し
て
、
天
草
島
内
で
の
滞
在
時
間
が
限
定
さ

れ
る
中
、
﨑
津
集
落
へ
の
来
訪
者
が
増
加
す
る
反
⾯
、
天

草
キ
リ
シ
タ
ン
館
は
団
体
⾒
学
コ
ー
ス
か
ら
外
さ
れ
た
た

め
と
考
え
る
。

（
人
）
R1

年
天
草
市
統
計
書

（
人
）
R1

年
天
草
市
統
計
書

変
化

変
化

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
管
理
係
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来
熊
者
の
立
ち
寄
り
場
所
意
向
調
査
結
果
①

20
16

年
3月

観
光

客
満

⾜
度

調
査

結
果

報
告

熊
本

市
商

工
会

議
所

■
今
回
の
旅
⾏
で
の
⽴
ち
寄
り
場
所
（
予
定
含
む
）

熊
本

市
商

工
会

議
所

が
H2

7年
11

月
に

熊
本

市
内

の
宿

泊
者

1,
50

0 
人

(回
答

者
数

37
7人

)に
向

け
観

光
客

満
⾜

度
調

査
を

⾏
っ

た
も

の
の

う
ち

、
今

回
の

旅
⾏

で
の

⽴
ち

寄
り

先
を

聞
い

た
も

の
。

H2
6年

に
天

草
地

域
が

9.
6％

占
め

て
い

た
も

の
が

H2
7年

時
は

8.
5％

と
1.

1％
低

下
し

て
い

る
。

な
お

、
旅

⾏
者

の
7 

割
弱

が
リ

ピ
ー

タ
ー

、
そ

の
う

ち
の

5 
割

以
上

が
1 

年
以

内
の

再
来

訪
者

と
の

こ
と

で
、

域
内

に
あ

っ
て

天
草
地
域
の
情
報
PR

を
深
め
る
こ
と
は
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
管
理
係
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来
熊
者
の
立
ち
寄
り
場
所
意
向
調
査
結
果
②

20
19

年
10
月

⾏
っ
て
み
た
い
熊
本
の
観
光
地

1位
〜
20
位
く
に
と
り
サ
ー
チ

■
今
回
の
旅
⾏
で
の
⽴
ち
寄
り
場
所
（
予
定
含
む
）

７
ｐ
の
調
査
が
H2

7年
以
降
⾏
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
最
新
の

状
況
を
参
考
値
と
し
て
、
旅
⾏
系
W
eb
ブ
ロ
グ
の
「
く
に
と
り

サ
ー
チ
」
で
発
表
さ
れ
て
い
る
「
⾏
っ
て
み
た
い
熊
本
県
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
」
を
掲
載
し
た
。

こ
れ
は
20
19
年
10
月
に
全
国
の
男
⼥
20
0名

を
対
象
に
投
票
形

式
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
結
果
。
“獲

得
票
数
”と

、
20
0名

の
う
ち
何
名
が
「
⾏
っ
て
み
た
い
︕
」
と
投
票
し
た
の
か
を
⽰
す

“⾏
っ
て
み
た
い
率
”を

ラ
ン
キ
ン
グ
形
式
で
表
⽰
。

20
箇
所
の
う
ち
左
記
の
と
お
り
第
３
位
に
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
、
15
位
に
﨑
津
教
会
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
が
、
他
で
は
熊
本

城
、
阿
蘇
の
存
在
感
は
⼤
き
い
。

ま
た
、
天
草
市
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
３
館
に
つ
い
て
は
ラ

ン
キ
ン
グ
外
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
「
発
地
」
に
お
い
て

⾒
学
候
補
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て
、
３
館
の
連
携
と
情
報
発
信
が

必
要
で
あ
る
。

⾏
っ

て
み

た
い

熊
本

県
の

観
光

地
 1

位
〜

20
位

第
1位

 
熊

本
城

・
熊

本
城

公
園

 
12

3票
61

.5
0%

第
2位

 
阿

蘇
山

 
88

票
44

%
第

3位
 

天
草

イ
ル

カ
ウ

ォ
ッ

チ
ン

グ
 

48
票

24
%

第
3位

 
⿊

川
温

泉
 

48
票

24
%

第
5位

 
阿

蘇
フ

ァ
ー

ム
ラ

ン
ド

 
30

票
15

%
第

6位
 

ら
く

の
う

マ
ザ

ー
ズ

・
阿

蘇
ミ

ル
ク

牧
場

 
28

票
14

%
第

6位
 

わ
く

わ
く

海
中

水
族

館
シ

ー
ド

ー
ナ

ツ
（

天
草

パ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
）

 
28

票
14

%
第

8位
 

阿
蘇

火
山

博
物

館
 

27
票

13
.5

0%
第

9位
 

グ
リ

ー
ン

ラ
ン

ド
 

22
票

11
%

第
10

位
 

白
川

水
源

 
21

票
10

.5
0%

第
10

位
 

平
山

温
泉

 
21

票
10

.5
0%

第
12

位
 

水
前

寺
公

園
（

水
前

寺
成

趣
園

）
 

19
票

9.
50

%
第

12
位

 
熊

本
市

動
植

物
園

 
19

票
9.

50
%

第
12

位
 

阿
蘇

神
社

 
19

票
9.

50
%

第
15

位
 

カ
ト

リ
ッ

ク
﨑

津
教

会
 

18
票

9%
第

16
位

 
御

船
恐

⻯
博

物
館

 
15

票
7.

50
%

第
16

位
 

日
本

一
の

石
段

（
釈

迦
院

御
坂

遊
歩

道
）

 
15

票
7.

50
%

第
16

位
 

い
だ

て
ん

大
河

ド
ラ

マ
館

 
15

票
7.

50
%

第
19

位
 

阿
蘇

五
岳

 
14

票
7%

第
20

位
 

人
吉

城
・

人
吉

城
歴

史
館

 
12

票
6%

第
20

位
 

熊
本

県
農

業
公

園
カ

ン
ト

リ
ー

パ
ー

ク
 

12
票

6%

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
管
理
係
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第
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会
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御

船
恐
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物
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16
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日
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一
の

石
段

（
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迦
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御
坂

遊
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道
）

 
15

票
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50
%

第
16
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て
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大
河
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ラ
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館
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票
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50
%

第
19

位
 

阿
蘇

五
岳
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票
7%

第
20

位
 

人
吉

城
・

人
吉

城
歴

史
館

 
12

票
6%

第
20

位
 

熊
本

県
農

業
公

園
カ

ン
ト

リ
ー

パ
ー

ク
 

12
票

6%

施
設
名

H2
8/
20
16

H2
9/
20
17

H3
0/
20
18

熊
本
城

(※
H2

8.5
以
降
は
二
の
丸
広
場
で
カ
ウ
ン
ト
)

1,4
44
,10

1
2,0

72
,93

6
1,7

04
,76

9

城
彩
苑

95
6,1

73
1,1

90
,24

6
1,0

57
,15

1
(う

ち
湧
々
座
)

11
4,8

24
11
3,2

19
11
8,5

20
水
前
寺
成
趣
園

35
7,2

65
42
9,9

94
43
9,4

66
熊
本
市
動
植
物
園

20
5,7

28
28
8,8

09
36
0,7

09
フ
ー
ド
パ
ル
熊
本

71
6,4

00
68
0,5

00
66
7,8

00
熊
本
県
伝
統
工
芸
館

13
8,8

89
15
4,6

20
15
4,9

37
熊
本
県
立
美
術
館
本
館

45
,20

3
10
7,8

50
10
9,3

77
熊
本
県
立
美
術
館
分
館

88
,82

3
12
2,6

96
20
4,8

56
熊
本
市
現
代
美
術
館

41
0,1

39
23
5,8

27
24
2,6

65
⽥
原
坂
⻄
南
戦
争
資
料
館

55
,44

1
61
,94

0
10
1,5

96
植
木
温
泉

11
3,1

60
10
5,0

51
90
,73

0
道
の
駅
「
す
い
か
の
里
植
木
」

36
,08

0
23
3,0

79
22
5,3

36
く
ま
モ
ン
ス
ク
エ
ア

42
3,1

88
49
2,2

45
53
3,4

59

熊
本
県
内
の
施
設
で
入
館
者
増
に
成
功
し
て
い
る
施
設
の
入
館
者
推
移
と
そ
の
要
因

熊
本
市
観
光
施
設
の
⼊
場
者
数
の
推
移
を
検

証
す
る
と
、
H2

8年
は
熊
本
地
震
の
影
響
を

⼤
き
く
受
け
て
⼤
き
く
減
少
し
て
い
る
施
設

が
多
い
が
、
H2

9年
に
は
多
く
の
施
設
は

い
っ
た
ん
増
加
。
し
か
し
な
が
ら
熊
本
城
、

城
彩
苑
は
H3

0年
に
は
減
少
、
く
ま
モ
ン
ス

ク
エ
ア
の
み
増
加
と
明
暗
が
分
か
れ
て
い

る
。
美
術
館
等
の
施
設
で
増
え
て
い
る
状
況

は
熊
本
県
⺠
の
利
⽤
が
復
興
に
つ
れ
増
え
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

県
外
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
受
け
皿
と
し

て
の
こ
れ
ら
の
施
設
は
求
⼼
⼒
を
失
っ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

天
草
島
内
の
展
⽰
施
設
に
お
い
て
は
、
キ
リ

ス
ト
教
系
の
中
学
校
、
⾼
校
、
⼤
学
や
キ
リ

ス
ト
教
を
主
宗
教
と
す
る
国
々
へ
の
情
報
発

信
、
解
説
の
多
言
語
化
に
よ
り
観
光
客
の
増

加
が
期
待
さ
れ
る
。

■
熊
本
市
観
光
施
設
入
園
者
数

（
人
）
H3

0年
熊
本
市
観
光
統
計

変
化

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
管
理
係
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天
草
地
域
各
施
設
の
入
館
者
推
移

Ｈ
2
2
年
度

Ｈ
2
3
年
度

Ｈ
2
4
年
度
Ｈ
2
5
年
度
Ｈ
2
6
年
度
Ｈ
2
7
年
度
Ｈ
2
8
年
度
Ｈ
2
9
年
度
H
3
0
年
度
R
元
年
度

天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館

6
7
,
3
2
3

6
4
,
3
2
1

6
7
,
1
6
9

5
6
,
9
8
6

5
1
,
2
8
7

4
0
,
3
0
8

3
9
,
2
8
8
3
9
,
0
0
8

3
3
,
2
2
4

天
草
ロ
ザ
リ
オ
館

1
3
,
9
6
1

1
9
,
3
3
8

1
7
,
7
6
5

1
6
,
8
0
8

1
6
,
7
5
6

1
9
,
9
8
3

2
4
,
0
0
4

1
5
,
8
1
4
2
3
,
8
4
8

2
1
,
4
7
8

天
草
コ
レ
ジ
ヨ
館

8
,
6
6
7

9
,
2
4
3

9
,
9
0
0

9
,
5
4
3

9
,
7
7
0

1
0
,
7
3
8

1
3
,
5
8
0

9
,
7
9
8
1
2
,
9
2
2

1
2
,
0
2
4

本
渡
歴
史
民
俗
資
料
館

1
7
,
6
9
9

1
0
,
1
1
1

1
1
,
3
0
4

1
3
,
9
7
3

9
,
3
0
0

1
0
,
0
5
4

1
2
,
1
6
1

9
,
1
6
1
1
0
,
4
8
6

6
,
0
5
3

五
和
歴
史
民
俗
資
料
館

2
,
5
3
3

3
,
2
5
1

2
,
4
9
4

2
,
2
3
2

2
,
7
3
5

3
,
1
1
7

2
,
6
0
6

3
,
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,
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3
,
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1
5

天
草
四
郎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

4
6
,
3
1
3

5
6
,
1
3
2

4
6
,
6
3
1

4
3
,
6
7
8

3
8
,
2
1
6

3
4
,
6
0
6

2
3
,
6
1
2

2
5
,
7
1
0
3
2
,
7
8
9

3
2
,
7
3
3

■
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
る
背
景
（
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
）

平
成
28

年
度
の
熊
本
地
震
後
、
8/
6〜

12
/4
の
約
4ヵ

月
間
に
お
い
て
⼊
館
料
を
無
料
と
し
た
施
設
は
平
成
28

年
度
は
お
お
む
ね
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
（
天

草
四
郎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
無
料
期
間
な
し
）
。
し
か
し
翌
年
の
平
成
29

年
度
は
熊
本
地
震
前
の
平
成
27

年
度
を
下
回
り
、
再
び
減
少
。
そ
し
て
、
翌
、
平
成
30

年
度
は
﨑
津
集
落
の
世
界
遺
産
登
録
の
追
い
風
も
あ
り
再
度
増
加
に
転
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
の
み
に
注
目
す
れ
ば
他
の
資
料
館
同
様
に
震
災

後
、
無
料
と
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
平
成
28

年
度
は
減
少
が
⾒
ら
れ
、
ま
た
世
界
遺
産
登
録
年
に
お
い
て
も
⾟
う
じ
て
前
年
実
績
を
維
持
、
令
和
元
年
度
ま
で
⾒
れ

ば
減
少
に
⻭
⽌
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
令
和
元
年
度
の
実
績
か
ら
は
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
全
体
と
し
て
も
世
界
遺
産
効
果
が
薄
れ
減
少
に
転
じ
て

い
る
。
平
成
25

年
度
以
降
の
減
少
率
と
5ペ

ー
ジ
資
料
に
あ
る
平
成
24

年
以
降
の
天
草
市
へ
の
観
光
客
数
の
推
移
を
鑑
み
る
と
天
草
市
を
訪
れ
て
も
⼊
館
し
な
い

来
訪
者
の
存
在
が
伺
え
る
。
し
か
し
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
の
平
成
23
〜
25

年
度
の
入
館
者
数
か
ら
他
施
設
と
⽐
較
し
て
も
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
⾼
い
こ
と

は
表
れ
て
お
り
、
昨
今
の
減
少
傾
向
に
つ
い
て
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
減
少
が
要
因
の
⼀
つ
で
あ
る
。
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
（
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
、
天
草
コ
レ

ジ
ヨ
館
、
天
草
ロ
ザ
リ
オ
館
）
を
⾒
て
も
世
界
遺
産
効
果
で
来
館
さ
れ
た
お
客
様
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
ら
ず
、
⼀
元
客
で
終
わ
っ
て
い
る
。
今
後
、
リ
ピ
ー
タ
獲

得
に
向
け
た
常
設
展
⽰
の
更
新
や
特
別
展
の
開
催
が
必
要
で
あ
る
。

※
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
入
館
の
平
成

22
年
度
入
館
者
数
に
つ
き
ま
し
て
は

7/
1リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

OP
EN
の
為
、
割
愛
し
て
い
ま
す
。

0
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00
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Ｈ
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年
度

Ｈ
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年
度

Ｈ
24
年
度

Ｈ
25
年
度

Ｈ
26
年
度

Ｈ
27
年
度

Ｈ
28
年
度

Ｈ
29
年
度

H3
0年
度

R元
年
度

天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館

天
草
ロ
ザ
リ
オ
館

天
草
コ
レ
ジ
ヨ
館

本
渡
歴
史
民
俗
資
料
館

五
和
歴
史
民
俗
資
料
館

天
草
四
郎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

人
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シ
タ
ン
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こ
こ

10
年
の
推
移
を
検
証
す
る
上
で
は
、

H
28
年

4月
の
熊
本
地
震
に
注
意
す
べ
き
。

H
27
年
と

H
29
年
、

H
30
年
(数
字
が
無
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
)と
の
比
較
で
検
証
す
べ
き
と
考
え
る
。

震
災
か
ら
営
業
再
開
が
出
来
て
お
ら
ず
、
ま
だ
道
半
ば
の
観
光
地
・
施
設
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
中
で
、
い
ち
早
く
再
開
し
、
観
光
客
数
を

H
27
年
以
上

に
伸
ば
し
て
い
る
施
設
・
観
光
地
も
あ
る
の
で
、
地
震
の
風
評
被
害
で
数
字
が
落
ち
て
い
る
と
考
え
る
の
は
難
し
い
。

と
な
れ
ば
、
他
の
条
件
が
あ
っ
て
入
場
者
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

■
旅
行
形
態
の
変
化
・
外
的
要
因

施
設
の
団
体
・
個
人
の
入
込
比
率
に
も
関
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
も
あ
る
も
の
の
、
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
多
く
の
旅
行
会
社
が
取
り
扱
う
旅
行
の
形

態
が
団
体
旅
行
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
よ
り
個
人
旅
行
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
団
体
の
入
込
数
が
徐
々
に
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

入
込
の
減
少
に
対
し
、
個
人
旅
行
商
品
に
つ
い
て
各
施
設
の
シ
フ
ト
が
う
ま
く
進
ま
ず
、
個
人
旅
行
客
の
獲
得
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ま
で
は
そ
れ
な
り
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
も
団
体
の
送
客
が
あ
っ
た
も
の
の
、
個
人
旅
行
に
シ
フ
ト
し
た
結
果
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い

施
設
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
が
出
て
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
震
災
影
響
に
よ
り
、
人
の
流
れ
に
変
化
が
起
き
て
い
る
（
天
草
の
注
目
）
が
あ
っ
て
い
る
も
の
の
、
初
期
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
施
設
は
コ

ン
テ
ン
ツ
の
充
実
度
合
い
に
よ
っ
て
は
選
ば
れ
な
い
可
能
性
も
高
ま
り
、
明
暗
が
分
か
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
は
阿
蘇
へ
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
復
活
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
西
（
長
崎
）
⇨
東
（
阿
蘇
・
大
分
）
へ
の
ル
ー
ト
が
復
活
。
人
の
流
れ
が

変
わ
る
こ
と
に
よ
る
天
草
地
域
へ
の
交
流
人
口
が
減
少
す
る
懸
念
が
あ
る
。

■
個
々
の
施
設
の
運
営
状
況

入
館
者
が
増
加
し
て
い
る
箇
所
で
は
、
二
次
交
通
の
便
が
よ
い
、
旅
行
会
社
向
け
の
団
体
か
ら
個
人
へ
の
シ
フ
ト
対
策
が
出
来
て
い
る
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
充
実
、
ス
タ
ッ
フ
等
の
対
応
等
施
設
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い
、

SN
Sへ

の
ア
ッ
プ
度
合
い
が
高
く
、
口
コ
ミ
効
果
が
効
い
て
い
る
な
ど
、
個
々

の
施
設
に
よ
り
入
館
者
増
と
な
る
理
由
が
明
確
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
入
館
者
が
減
少
し
て
い
る
場
合
は
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
「
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
方

法
」
「
施
設
の
利
便
性
や
環
境
」
「
効
果
的
な
情
報
発
信
の
手
法
」
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

天
草
市
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
に
お
い
て
は
外
的
要
因
と
し
て
は
阿
蘇
か
ら
天
草
へ
の
シ
フ
ト
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
な
ど
が
あ
り
、
増
加
し
う
る
可

能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
の
数
字
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
は
入
場
者
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
施
設
の
取
り
組
み
、
つ
ま
り
団
体

か
ら
個
人
へ
の
シ
フ
ト
の
取
込
、
旅
行
会
社
の
商
品
へ
の
採
用
活
動
推
進
、
施
設
の
高
品
質
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の

PR
浸
透
、
二
次
交
通
と
組
み
合
わ

せ
た
商
品
の
展
開
拡
大
、
と
い
っ
た
課
題
の
検
証
・
解
決
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

天
草
市
キ
リ
シ

タ
ン
資
料
館
入
館
者
減
少
の

原
因
に
つ
い
て

の
考

察

■
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
背
景

■
入
館
者
減
少
の
原
因
考
察
（
概
論
）

■
天
草
市
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
入
館
者
減
少
の
原
因
（
仮
説
）

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
管
理
係
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天
草
市
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
へ
の
入
館
者
を
増
や
す
為
に
必
要
な
こ
と

（
観
光
業
界
に
お
け
る
旅
行
会
社
の
視
点
か
ら
の
考
察
）

■
入
館
者
を
増
や
す
為
の
2つ

の
条
件

■
条
件
を
満
た
す
為
に
必
要
な
こ
と

①
情
報
発
信
と
仕
組
み
づ
く
り
（
旅
マ
エ
）

絶
対
条
件
と
し
て
天
草
市
キ
リ
シ
タ
ン
館
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
（
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
は
行
か
な
い
）
。

来
館
ま
で
の
入
込
動
線
の
拡
大
、
旅
行
会
社
へ
の
パ
ッ
ク
商
品
の
提
供
な
ど
の
誘
客
の
為
の
仕
組
み
づ
く
り
。

②
お
客
様
対
応
の
ス
キ
ル
の
向
上
（
旅
ナ
カ
）

お
客
様
が
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
が
理
解
し
、
そ
の
期
待
を
超
え
る
こ
と
。
お
客
様
に
感
動
を
与
え
る
こ
と
。

①
情
報
が
溢
れ
て
る
現
在
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

W
EB
へ
の
単
な
る
掲
載
に
留
ま
ら
ず
、
「
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
」
、
そ
れ
に
よ
り

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
」
を
意
識
し
た
情
報
を
発
地
側
で
あ
る
「
旅
マ
エ
」
で
あ
る
お
客
様
や
旅
行
会
社
へ
き
ち
ん
と
伝

え
る
こ
と
が
絶
対
条
件
と
な
る
。
ま
た
そ
れ
を
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
「
﨑
津
集
落
」
や
関
連
施
設
と
絡
め
た
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー

で
且
つ
旬
な
情
報
と
合
わ
せ
発
信
す
る
こ
と
で
よ
り
有
効
な
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
例
え
ば
バ
ス
や
航
空
機
な
ど
の
交
通
機
関
と
入
館
を
セ
ッ
ト
に

し
た
パ
ッ
ク
商
品
を
旅
行
会
社
へ
の
提
供
す
る
な
ど
積
極
的
な
誘
客
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。
そ
の
際
に
重
要
な
こ
と
は
単
に
商
品
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
旅
行
会
社
が
求
め
る
こ
と
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
押
さ
え
た
商
品
提
供
が
前
提
と
な
る
。

〈
旅
行
会
社
が
求
め
る
こ
と
（
一
例
）
〉

・
付
加
価
値
の
提
供
・
利
益
の
確
保
・
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
業
務
や
精
算
業
務
の
軽
減
・
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

②
「
お
客
様
が
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
」
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
為
の
人
材
育
成
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
が
前
提
条
件
。

一
般
的
に
資
料
館
や
博
物
館
を
来
訪
す
る
お
客
様
は
知
識
欲
の
高
い
層
で
あ
り
、
そ
の
期
待
と
は
来
館
し
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
知
識
の
習
得
や
体

験
に
よ
る
「
特
別
感
」
で
あ
る
と
考
察
す
る
。

〈
お
客
様
の
期
待
に
応
え
る
為
に
す
べ
き
こ
と
〉

・
来
館
者
し
な
け
れ
ば
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
体
験
の
提
供
。
触
れ
る
、
感
じ
る
な
ど
の
「
体
験
」
の
提
供
。

・
人
（
ス
タ
ッ
フ
）
が
介
在
し
、
生
の
言
葉
で
直
接
お
客
様
へ
説
明
す
る
こ
と
。
特
別
感
。

な
ど

入
館
者
増
を
目
指
す
に
は
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
が
現
状
を
把
握
し
、
危
機
感
を
持
ち
、
そ
れ
を
共
有
す
る
こ
と
。
ま
た
「
人
材
の
育
成
」
「
ス
キ
ル

+
マ
ン
ネ
リ
化
、
脆
弱
性
が
「
入
館
者
の
減
少
」
と
い
う
結
果
を
招
い
て
い
る
大
き
な
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
。
指
定
管
理
も
含
め
た
運
営
組
織

自
体
の
体
質
の
改
善
、
見
直
し
が
必
要
と
考
察
す
る
。

■
運
営
組
織
に
つ
い
て
の
考
察

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
管
理
係
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海
外

九
州
各
県

首
都
圏

イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

福
岡

熊
本

快
速
あ
ま
く
さ
号

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン

天
草
空
港

本
渡
Ｂ
Ｃ

天
草
コ
レ
ジ
ヨ
館

﨑
津
集
落

大
江
教
会

天
草
ロ
ザ
リ
オ
館

天天
草草
キキ
リリ
シシ
タタ
ンン
館館

天
草
地
域

観
光
地

入入
館館
者者
数数
増増
をを
目目
指指
しし
、、
施施
設設
運運
営営
のの
みみ
でで
はは
なな
くく
、、
接接
客客
対対
応応
のの
レレ
ベベ
ルル
アア
ッッ
ププ
・・
関関
連連
施施
設設
をを
含含
めめ
たた
企企
画画
商商
品品
のの

提提
案案
・・
営営
業業
・・
誘誘
客客
・・
集集
客客
のの
しし
くく
みみ
でで
のの
積積
極極
的的
なな
指指
定定
管管
理理
者者
制制
度度
のの
展展
開開
をを
検検
討討
。。

天
草
周
遊

観
光

【
①
入
込
動
線
・
着
地
商
品
・
周
遊
動
線
】

天
草
市
へ
の
入
込
動
線
の
拡
充
を
図
り
、
各
観
光
施
設
を
ま
と
め
た
「
周
遊
パ
ッ
ケ
ー
ジ
プ
ラ
ン
」
を
造
成
。

【
②
発
地
戦
略
】

造
成
し
た
商
品
を
発
地
側
の
販
売
網
に
対
す
る
営
業
活
動
の
実
施
。

【
③
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
】

入
館
者
満
足
度
の
向
上
、
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
の
為
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
り
組
み
。

■■
天天
草草
キキ
リリ
シシ
タタ
ンン
資資
料料
館館
入入
館館
者者
数数
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戦戦
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周周
遊遊
パパ
ッッ
ケケ
ーー
ジジ
ププ
ララ
ンン

発発
地地

天
草
市
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
へ
の
入
館
者
を
増
や
す
為
に
必
要
な
こ
と

（
観
光
業
界
に
お
け
る
旅
行
会
社
の
視
点
か
ら
の
考
察
）

■
入
館
者
を
増
や
す
為
の
2つ

の
条
件

■
条
件
を
満
た
す
為
に
必
要
な
こ
と

①
情
報
発
信
と
仕
組
み
づ
く
り
（
旅
マ
エ
）

絶
対
条
件
と
し
て
天
草
市
キ
リ
シ
タ
ン
館
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
（
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
は
行
か
な
い
）
。

来
館
ま
で
の
入
込
動
線
の
拡
大
、
旅
行
会
社
へ
の
パ
ッ
ク
商
品
の
提
供
な
ど
の
誘
客
の
為
の
仕
組
み
づ
く
り
。

②
お
客
様
対
応
の
ス
キ
ル
の
向
上
（
旅
ナ
カ
）

お
客
様
が
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
が
理
解
し
、
そ
の
期
待
を
超
え
る
こ
と
。
お
客
様
に
感
動
を
与
え
る
こ
と
。

①
情
報
が
溢
れ
て
る
現
在
で
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

W
EB
へ
の
単
な
る
掲
載
に
留
ま
ら
ず
、
「
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
」
、
そ
れ
に
よ
り

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
」
を
意
識
し
た
情
報
を
発
地
側
で
あ
る
「
旅
マ
エ
」
で
あ
る
お
客
様
や
旅
行
会
社
へ
き
ち
ん
と
伝

え
る
こ
と
が
絶
対
条
件
と
な
る
。
ま
た
そ
れ
を
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
「
﨑
津
集
落
」
や
関
連
施
設
と
絡
め
た
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー

で
且
つ
旬
な
情
報
と
合
わ
せ
発
信
す
る
こ
と
で
よ
り
有
効
な
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
例
え
ば
バ
ス
や
航
空
機
な
ど
の
交
通
機
関
と
入
館
を
セ
ッ
ト
に

し
た
パ
ッ
ク
商
品
を
旅
行
会
社
へ
の
提
供
す
る
な
ど
積
極
的
な
誘
客
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
。
そ
の
際
に
重
要
な
こ
と
は
単
に
商
品
を
提
供
す
る

だ
け
で
な
く
旅
行
会
社
が
求
め
る
こ
と
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
押
さ
え
た
商
品
提
供
が
前
提
と
な
る
。

〈
旅
行
会
社
が
求
め
る
こ
と
（
一
例
）
〉

・
付
加
価
値
の
提
供
・
利
益
の
確
保
・
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ン
ド
リ
ン
グ
業
務
や
精
算
業
務
の
軽
減
・
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

②
「
お
客
様
が
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
」
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
為
の
人
材
育
成
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
が
前
提
条
件
。

一
般
的
に
資
料
館
や
博
物
館
を
来
訪
す
る
お
客
様
は
知
識
欲
の
高
い
層
で
あ
り
、
そ
の
期
待
と
は
来
館
し
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
知
識
の
習
得
や
体

験
に
よ
る
「
特
別
感
」
で
あ
る
と
考
察
す
る
。

〈
お
客
様
の
期
待
に
応
え
る
為
に
す
べ
き
こ
と
〉

・
来
館
者
し
な
け
れ
ば
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
体
験
の
提
供
。
触
れ
る
、
感
じ
る
な
ど
の
「
体
験
」
の
提
供
。

・
人
（
ス
タ
ッ
フ
）
が
介
在
し
、
生
の
言
葉
で
直
接
お
客
様
へ
説
明
す
る
こ
と
。
特
別
感
。

な
ど

入
館
者
増
を
目
指
す
に
は
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
が
現
状
を
把
握
し
、
危
機
感
を
持
ち
、
そ
れ
を
共
有
す
る
こ
と
。
ま
た
「
人
材
の
育
成
」
「
ス
キ
ル

+
マ
ン
ネ
リ
化
、
脆
弱
性
が
「
入
館
者
の
減
少
」
と
い
う
結
果
を
招
い
て
い
る
大
き
な
原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
。
指
定
管
理
も
含
め
た
運
営
組
織

自
体
の
体
質
の
改
善
、
見
直
し
が
必
要
と
考
察
す
る
。

■
運
営
組
織
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資
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令和 2年 3月 31 日

天草キリシタン館
天草コレジヨ館
天草ロザリオ館

天草市キリシタン資料館展示等課題抽出

文化課キリシタン資料館管理係
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第1章　天草市キリシタン資料館 課題抽出の前提 
現在、天草市内にはキリシタン文化を伝える貴重な資料を展示する施設として、天草キリ
シタン館・天草コレジヨ館・天草ロザリオ館の３館があります。 
近年では「天草の﨑津集落」がユネスコ世界遺産の構成資産として登録されたことやイル
カウォッチングへの人気から、天草観光への注目が高まる要素はありながらも、天草キ
リシタン館・天草コレジヨ館・天草ロザリオ館の３館の入館者数を見る限り、現在は旅
行者の需要を充分に取り込むことができていない状況にあるといえます。 
そこで、３館でアンケート調査や聞き取り調査を行うとともに展示施設企画担当者が現
地調査を行うことで、現状を客観的に分析し課題を抽出しました。 

1-1　天草キリシタン館の現状と課題 
天草キリシタン館では、平成30年（2018年）に来館者アンケートを実施し、以下の各項
目について調査しました。また館のスタッフや展示施設企画担当者の見解も交え、主要な
意見を集約すると以下の通りとなります。 

①組織・運営に関する現状と課題 
• 観光集客が脆弱であり地域振興への寄与が少ない 
• 文化振興・教育振興に寄与する専門職員が不在 
• 3館の運営や組織に連携がなく、他館への回遊性が見込めない 
• 1階にチケット売場と休憩があり、展示室が2階のため人員配置に検討が必要 
• 外国語表記等、外国人への対応が不十分 
• 1階2階にある映像コンテンツの内容や運営に関して検討が必要 
• 映像展示から見るか、常設展示から見るか見学動線に関する整理が必要 
• 他のキリシタン関連施設の紹介や回遊を促すしかけも必要 

②施設・管理に関する現状と課題 
• 館の立地上、アクセスしにくい位置にあるため、より多くの利用を促すには誘導サ

イン等の整備が必要 
• 駐車場の位置がわかりにくく、館の入口への誘導がわかりにくい 
• 2階ロビーと映像展示室に壁面等が無いため、解説音声の錯綜がある 

③資料・展示に関する現状と課題 
• 展示室が全体的に暗く、展示解説が読みにくい 
• 見学導線上に小さな障壁が有り、見学に支障がある 
• 見学動線がわかりにくい 
• 「天草・島原の乱」の映像が古く、内容は年表中心で動きが少なく、上映時間も長

いため、魅力的な展示とは言えない 
• 原城に立てこもった人や天草四郎の人間的な情報が少なく、なぜ立てこもったのか

その時戦った人たちはどう思っていたのかなどの奥行きが感じられない 
• 2階に企画展示を行うスペースがなく、新たな展示が難しい 
• 「天草の現在」は1階休憩コーナーの方が回遊性の上でも良いのではないか 
• 展示解説が専門的でわかりにくい部分もある 
• 展示資料・収蔵資料の整理・確認が必要 

1
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④情報・発信に関する現状と課題 
• 周辺の関連施設や観光施設に関する案内も充実させたい 
• 図書類に関してもゆっくり読めるスペースが必要 
• 館を訪問する前に情報を得るためのホームページの充実と更新が必要 
• SNS等を用いた情報発信も積極的に活用すべき 

2
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1-2　天草コレジヨ館の現状と課題 
天草コレジヨ館でも、館スタッフや実習を行った学生達からの意見をもとに課題抽出を行
いました。さらに展示施設企画担当者の見解も交え、主要な意見を集約すると以下の通
りとなります。 

①組織・運営に関する現状と課題 
• 観光集客が脆弱であり地域振興への寄与が少ない 
• 文化振興・教育振興に寄与する専門職員が不在 
• 3館の運営や組織に連携がなく、他館への回遊性が見込めない 
• 外国語表記等、外国人への対応が不十分 
• 他のキリシタン関連施設の紹介や回遊を促すしかけも必要 

②施設・管理に関する現状と課題 
• 建物外観が展示施設に見えない 
• 「天草コレジヨ館」という館名は意味が難解で、展示内容が想起できない 
• バス専用の駐車場がなく団体客を招致しにくい 
• 2階の「郷土の先達展示」や「世界平和大使　人形の館」への誘導や各展示室の位

置づけも整理すべき 

③資料・展示に関する現状と課題 
• 天草地区の歴史ばかりで日本全体の歴史の情報がないため、日本の歴史上、天草と

コレジヨが果たした役割がわかりにくい 
• 展示内容が他の天草キリシタン資料館と重複している情報も多く、「天草コレジヨ

館」としてのテーマ性を明確にすべき 
• 南蛮文化の象徴とも言える「グーテンベルグ印刷機」や「楽器類」の展示が静的で、

貴重な資料が充分活用されているとはいえない 
• ラテン語・哲学・神学等を教える「コレジヨ」に関する説明が少ない。また4人の

少年が果たした日本文化と南蛮文化との交流情報も少なく、当時の天草が果たした
役割が伝わりにくい 

• 映像が古く色あせもあり見にくい。また所要時間が長い（約20分） 
• 「イソポの宝箱」展示は天草キリシタン資料と無関係。導線上にこの空間規模で展

示することで、天草キリシタンの印象に齟齬を来している 
• 展示解説の文章が専門的でわかりにくい部分もある 
• 展示資料・収蔵資料の整理・確認が必要 

④情報・発信に関する現状と課題 
• 周辺の関連施設や観光施設に関する案内も充実させて欲しい 
• 図録等、館の展示内容を説明する資料が必要 
• 館に訪問する前に情報を得るためのホームページの充実と更新が必要 
• SNS等を用いた情報発信も積極的に活用すべき 
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1-3　天草ロザリオ館の現状と課題 
天草ロザリオ館でも、館スタッフや実習を行った学生達からの意見をもとに課題抽出を行
いました。さらに展示施設企画担当者の見解も交え、主要な意見を集約すると以下の通
りとなります。 

①組織・運営に関する現状と課題 
• 観光集客が脆弱であり地域振興への寄与が少ない 
• 文化振興・教育振興に寄与する専門職員が不在 
• 3館の運営や組織に連携がなく、他館への回遊性が見込めない 
• 外国語表記等、外国人への対応が不十分 
• 他のキリシタン関連施設の紹介や回遊を促すしかけも必要 

②施設・管理に関する現状と課題 
• 建物外観が展示施設に見えない 
• 「天草ロザリオ館」という館名はロザリオの意味が一般的でなく、キリシタン関連

の展示施設であることが想起できない 
• 別館への動線に「扉と階段」があるため、誘導が難しい 

③資料・展示に関する現状と課題 
• 展示内容が他の天草キリシタン資料館と重複している情報も多く、「天草ロザリオ

館」としてのテーマ性を明確にすべき 
• 映像ホールの位置と動線があいまいで、わかりにくい。また映像展示の内容も、

テーマにあわせて再構成すべき 
• 各展示ゾーン内の展示構成が整理されておらず、時代が錯綜している部分もある 
• ロザリオ館だけに再現されている「隠れ部屋」の資料的な価値を、もっと丁寧に説

明すべき 
• 潜伏キリシタンの日常的な暮らしや、仏教や神道との共生の情報も提供すべき 
• 別館の展示内容は「五足の靴」「玩具」「大江天主堂模型」が混在し、伝えたいテー

マがわからない 
• 別館は面積が広い上動線も複雑なので、常設展示室としては使わない方が望ましい 
• 「玩具資料館」は展示内容が天草キリシタン文化と全く異なる 
• 展示資料・収蔵資料の整理・確認が必要 

④情報・発信に関する現状と課題 
• 周辺の関連施設や観光施設に関する案内も充実させたい 
• 図録等、館の展示内容を説明する資料が必要 
• 館に訪問する前に情報を得るためのホームページの充実と更新が必要 
• SNS等を用いた情報発信も積極的に活用すべき 
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1-4　３館個別運営に関する現状と課題 
現在、天草キリシタン館・天草コレジヨ館・天草ロザリオ館の３館は、それぞれ天草市
に伝わるキリシタン文化をテーマにした展示施設でありながら、天草市合併前からの管
理運営システムのもとに個別の体制で展示公開を続けています。 
そのために３館で展示情報や展示物の重複がある一方、３館ともに代表的な展示物や個
別展示テーマを設定していないために、展示で伝えたいことが不明瞭で「次に別の館を見
て回ろう」との回遊動機を誘発できていません。 
また、開館からの時間の中で、計画的な展示更新や調査研究活動が行われてこなかったこ
とから、３館とも展示物や映像コンテンツのソフト及びハードの老朽化が進んでいます。
そして、各施設での展示資料や収蔵資料の調査研究・整理分類も行われていません。 
３館に共通する「組織・運営」「施設・管理」「資料・展示」「情報・発信」に関する
課題を抽出すると以下のようになります。 

①３館共通の組織・運営に関する現状と課題 
• ３館が別々の管理運営体制になっており、互いの連携・連絡体制がない 
• 展示更新や企画展開催等に関する連絡協議等もない 
• ３館ともに集客を促す取り組みがない 
• ３館ともに他館への回遊性を促す仕組みがない 

②３館共通の施設・管理に関する現状と課題 
• 外観からキリシタン資料の展示施設に見えない 
• 外観やサインに関する共通性がない 

③３館共通の資料・展示に関する現状と課題 
• 開館時から常設展示に大きな更新がされておらず、情報解説や映像コンテンツが古

くなっている 
• 天草キリシタン文化に直接関係のない展示コーナーや展示物が増えているため、館

の展示テーマや代表的な展示がわかりにくい 
• 展示テーマにあわせて３館の展示構成を見直し、展示物の重複を解消すべき 
• そのために３館全体の展示資料・収蔵資料の整理・確認とリスト化が必要 

④３館共通の情報・発信に関する現状と課題 
• ３館共通の情報発信手段（３館の広告、共通サイン、総合パンフレット、解説資

料、インターネット上での３館のポータルサイト等） 
• ３館の共通デザインによるWebサイト 
• ３館に関する図書閲覧コーナー 
• 各施設における関連施設マップ 
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【３館を活性化させるための課題整理】 
①３館の設置目的と果たすべき役割の明確化が必要 
②効率的な管理運営と高品位のサービス提供のための組織の検証が必要 
③施設管理のための長寿命化計画策定と展示改修が必要 
④収蔵資料の検証・台帳確認、寄託資料の確認と資料整理が必要 
⑤各館の図録作成と特別展の開催および館情報の整理と計画的な発信が必要 

こうした課題を解決するには、３館個別の課題を解決することはもちろん、３館と世界
遺産・﨑津集落展示施設「﨑津みなと屋」を加え、４施設を一元的に捉え管理運営してい
く体制を構築することが特に有効です。 
そこで第２節で課題解決のための、一元管理体制の構築とともに、各施設の具体的な課
題解決方針を示していきます。 

6

キリシタン館 
運営委員会

天草 
キリシタン館

運営方針策定
コレジヨ館 
運営委員会

天草 
コレジヨ館

ロザリオ館 
運営委員会

天草 
ロザリオ館

資料保存 
調査研究
展示企画運営 
施設管理運営 
普及啓発業務 
来館者対応

■管理運営上の課題 
1. 各施設個別の運営方針に基づいて運営が行われている 
2. そのため展示内容や展示物に重複が多数見られる 
3. 各施設の展示テーマが不明瞭のために回遊性を誘発できていない 
4. そもそも３館ともに集客や回遊性を運営計画に盛り込めていない

【現状の管理運営体制】

３館がバラバラの運営体制のために 
価値の高い展示を多くの人に見ていただく機会を損失しています。
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天草キリシタン館玄関の花

熊本県立天草拓心高等学校本渡校舎生活科学科より
毎年２回の寄贈を頂いています（ （




